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1. 背景・目的  
核融合炉実現の課題のひとつとして高温高密

度プラズマの長時間閉じ込めとダイバータ板

を高熱負荷から防ぐ非接触プラズマの両立が

ある。非接触プラズマ形成における反応を評価

するためには、イオン・中性粒子の温度変化が

重要である[1]。現在、GAMMA10/PDXのダイバ
ータ模擬実験モジュール(D-module)におけるイ
オン・中性粒子速度分布の評価を目的としてレ

ーザー誘起蛍光法(LIF法)を用いた計測系の開
発を進めており、今回はその進捗状況について

報告する。 
2. 実験装置・実験手法  
GAMMA10/PDXはタンデムミラー型のプラズ
マ閉じ込め装置である。D-moduleのV字ターゲ
ットに流れてきた端損失水素プラズマにArを
入射し、ArI・ArIIの遷移[2]を用いて計測を行っ
た。本実験では図1に示す波長可変半導体レー
ザーを用いたLIF計測系の改良を行った。レー
ザーによる蛍光とバックグラウンドのプラズ

マによる蛍光を区別するため、レーザーを

120kHzで強度変調させながら、50Hz、30pmの
幅で波長掃引しD-moduleのV字ターゲットのコ
ーナーから入射した。得られた蛍光はレンズで

集光されPMTで観測し、ロックインアンプを用
いてレーザーの変調周波数と同期した信号の

強度を計測した。入射レーザーの波長計測は中

心波長を波長計で、相対波長をファブリーペロ

ー干渉計(FPI)で計測した。今回の計測では実際
の計測で想定しているガス量よりも多くのAr
を入射しLIF信号強度の変化を調べた。これま
で光軸調整によるレーザー光強度の改善を行

ってきたが、本実験では温度によるドップラー

広がりと磁場によるゼーマン効果の他に流速

によるドップラーシフトを考慮してレーザー

の波長を設定した。 
3. 実験結果  
図2にFPIと波長掃引電圧とロックインアンプ
強度の時間変化を示す。図2はレーザー波長掃
引電圧と同じ周期で波長掃引されていること

が確認できるが、レーザーの波長掃引周期に対

応する蛍光の信号は陽には確認できない。本発

表では詳細な解析結果とともに、プラズマとAr
の温度緩和について議論する。 

 
図1 LIF計測システム 

 
図2 波長掃引の周期とロックインアンプ強度 
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